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例言

1 本書は、石狩川改修工事に伴い財団法人北海道埋蔵文化財センターが江別市対雁 2追跡で実施し

た埋蔵文化財発掘調査の報告書である。対雁 2造跡の調査報告書として 4冊目となる。

2 本書は平成 13・14年度の調査成果を収録し、発掘範囲の重複する平成 11年度調査成果の一部も

改めて検討の上再録している。 11・13年度成果の一部は既刊の報告書に発表したが、本害の内容

を正式の報告とする。

3 調査は当財団第 2調査部第 5調査課 (13年度、課長三浦正人）・同第 4調査課 (14年度、課長同）

が担当した。同課の調査員三浦・鈴木 信・西脇対名夫• 吉田裕吏洋・酒井秀治が調査業務を分担

し、その指示のもと財団臨時職員が作業にあたった。

4 当財団が酪隈学園大学環境システム学部の「地域実習」を受け入れたことに伴い平成 13・14年 9

月に延べ 10名の同学部生が、また平成 14年 7月に北海学圏大学人文学部生 1名が同学部の「ボラ

ンティア活動論」授業の実習として、それぞれ無侶で発掘作業を補助した。

5 平成 13・14年度の’℃年代測定は株式会社地球科学研究所、古環境調査はパリノ・サーヴェイ株

式会社に、また 14年度測量業務の一部は株式会社シン技術コンサル、造物実測図作成業務の一部

は株式会社日立エンジニアリングに委託しておこなった。

6 本書の執筆及び図表・写真の構成は目次に示した分担で調査員がおこない、同一項目の執筆者が

複数の場合は本文中に括弧で文責を示した。編集は西脇が担当した。

7 本文中では主に文献の編者を表記する際に以下のような省略形を用いた。

石建：北海道開発局石狩川開発建設部、財団道埋文：財団法人北海道埋蔵文化財センター、

教委：教育委員会、埋文：埋蔵文化財センターまたは埋蔵文化財調査センター

8 調査の実施にあたり下記の諸機関・諸氏の御教示・御協力を頂いたことを記して感謝する。

石狩川開発建設部江別河川事務所、江別市建設部土木事務所、江別市教育委員会、

独立行政法人北海道開発土木研究所、北海学園大学人文学部、北海道大学埋蔵文化財調査室、

酪農学園大学環境システム学部

青木誠青野友哉、赤石慎三、秋山洋二、天野哲也、飯田基、石井淳、石川朗、

石川直章、石橋孝夫、 石本省三出穂雅実、伊藤兼平、稲垣和幸、乾哲也、乾芳宏、

上野秀一、右代啓視、臼杵 敷、 卜部信臣、上屋真一、遠藤龍畝、大島疸行、大谷敏三、

大津 直、大沼忠春、大林千春、大矢義明、葛西智義、柏木大延、加藤邦雄、加藤博文、

金盛典夫、兼平一志、川内谷修、北澤実、君手彦、木村英明、工藤研治、工藤肇、

丁藤義衛、工藤雅樹、熊木哲朗、小林幸雄、 小杉 康、今野公顕、斎野裕彦、榊原正文、

坂本真弓、佐藤一志、佐藤和利、佐藤智雄、佐藤由紀男、佐藤嘉広、澤田 健、設楽博巳、

柴田信一、島原弘征、鈴木琢也、杉浦重信、瀬川拓郎、関 信行、関 秀志、関矢新一郎、

仙庭伸久、園部真幸、高倉純、高瀬克範、高橋 理、高橋和樹、高橋信一、高橋正勝、

高橋護、高間和儀、武田修、田才雅彦、田中和夫、田中哲郎、田中利一、田中 宴、

田村公一、田村俊之、丹治篤嘉、千葉英一、角田隆志、椿坂恭代、鶴丸俊明、寺崎康史、



友田哲弘、豊田宏良、豊田役大、直井孝一、長崎潤一、長町章弘、成田滋彦、西 幸隆、

野中一宏、野村 祟、野村祐一、羽賀憲二、長谷山隆博、林 謙作、平川善祥、深澤芳樹、

福田正宏、藤井誠二、松田 功、松田淳子、松田 猛、松谷純一、三浦孝一、三浦武司、

宮宏明、宗像公司、森淳、森秀之、森岡健治、森田知忠、守屋豊人、安井幸雄、

藪中剛司、山田悟郎、山田昌久、山本 巌、横須賀倫達、吉田玄ー、渡辺侭志、渡部 学
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土塊の混和 (N67・ 実大）

土器の製作技栢(1)
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同上 (N41底部内面・ 実大）

土器の製作技術(2)
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接合面上端の波うち (N72・ 実大）

土器の製作技栢(3)
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±器の製作技術(4)
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焼土・包含層の石器(1)
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焼t・包含層の石器(2)
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包含層の石製品・士製品
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焼成粘土塊
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